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ヨコハマダケ Pleioblastus門atsunoi Nakai 

一衛浜の名をもっ唯一の植物一

おそらく 備浜の名を冠する唯一の組物であろうヨコ ハ

マダケは、明治42年、 当時の神中(現希望ケ丘高)教諭、

松野重太郎先生によ って発見されたものである。そして

昭和 9年、中井猛之進博士が、久内清孝先生のとられた

生態写真を付 して、 値研Vo1.10. NO.5!こ学術的記載をさ

れて合法名になったといわれる。

ヨコハマダケの発見地は績浜市西区西戸部町(字池の

坂)であるが、十直物自体も現地でいまだに健在であ る。

しかもかなり広第四に点々と小群落がある。西戸部町付
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近を歩かれる方、気をつけてタケを観察されるとよい。

先年亡くなられた犬谷茂先生の報告によれば、ア ズマ

ネザサと メダケの中間~といえるものだと述べておら れ

る。 見メダケのようであ るが、棄が貨厚 〈硬く、 メダ

ケのよ うに垂れない。そしてアズマネザサよりも鋭 くと

がった葉をもっている。

発見者松野重太郎先生のご子怠轡三氏は、このタケを

ご自宅の川和へ移して記念碑を建立し、 その保存につと

めておられる。

(村上司郎)



償浜 ・川崎ブロックから

(M 1 N)南区別所にはナライシダ、ジロボヴエ ンゴサ

クがあった。良い 自然環境の場所がない南区内で永田台

はよい処である。本年はここへ何度も行きヒカゲスゲ、

モエギスゲ、アゼガヤツリ、ヤマヌカボ、オオ ミゾソパ、

ポントクタテ\チタゆケサシ、カノツメソワ、ツタ J~キン

モンソウを見た。特にツク パキンモ ンソウは豊産 し南区

では中里の数本と共に貴重であ る。

中里の同じ場所にはオカス ミレ、ニオイタチ ツボスミ

レが磁っていて30年前の7ロラ調査の時の名残りである。

ここにはかつてキッ コウ ハグマ、サジガンクピソウ、ヒ

メガンクピゾヴ、ウラジ ロ、 ハシゴシダ、アブラガヤが

あったが、現モEは絶滅してしまった。 1屈ノ内の宝生寺の

山も何回となく足をはこぶ処である。オオパグミ、シラ

スゲ、オオアオスゲ、ミツデ‘ウラ ボシなどがある。 ヤマ

ネコノメは絶えた。井戸ケ谷の乗蓮寺には太カヤがある。

ここにはイヌザクラが一本とゴヨウ アケビが多い。庭内

にあるイヌエンジュはかつて中里の丘陵上にあ った自然

生の残りであろうか。相武国境上にあったヒトツパハギ

は南街浜パイパスの工事でなくなった。日寺の涜れを感じ

る調査行である。

(長谷川義人)

相官j兵・)11崎、県西追加値物(鶴見高校より〕

担当地域が備浜・ )11崎か ら県西、県北まで拡がってか

らもう 3年になります。この聞、鶴見高校の森茂弥氏と

2人で足を運んだメッシュは TAM、TAK、NAH、

SAI、KAW、M1 -1、2、KOH、KAN、TS

R、AS、FUJ-l、2、 SAG、TS -1、2、3、

SH、YA-l'""8、MIA-l、2、3、HAK-l、

2、4、5、6、ODー 1の36メッシュにi重しました。

しかし、どのメッシュの調査も中途半錦で収姶がつかな

くなってきました。以下1984-"手版目録以後追加されたも

のを報告します。

水償浜・ j川崎ブロック

ハネ ガヤ

1980年10月、横浜市緑区新治町で採集しましたが、目

録では落ちてしまいました。最近、同区長津田町の雑木

林内で多数見かけましたので結構あるのかもしれません。

よく似たヒロ ハハネガヤはYA-4の明神峠~湯舟山の

稜線で採集しています。

ハ トノチャヒヰ

帰化情物。金沢区担当の山田文雄氏が同区内で採集さ

れました。花序の枝が短〈小穫が密集してつくのが特徴

です。

ホシナシゴウソ

ゴウソの果胞に乳頭状突起がない一変種です。同一場

所に生えていた母種よりも一回り大型でした。 1984年6

月9目、川崎市多摩区黒川の廃水田で採集。

シロガヤツ 1)

償浜市鶴見区二ツ池で採集。海老名と横須賀で採集さ

れていますが、特産浜でははじめてです。アオガヤツリの

未熟なものと間違いそうですが、小穂や鱗片の大きさ、

そう果の形で区別できます。
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シロガヤツリ アオガヤ ツリ

の果実 の果実

タヌキモ

今春、飽見高校生物部の生徒が川崎市多摩区黒)11の廃

水田で採ってきました。自 生のものか、誰かが投げ込ん

だものか疑問もありますが、毛kになってもよく生育して

おり、要には花も咲いたようです。

本県西、県北ブロック

オオスズメノテッポウ

帰化憧物。山北町犠沢 (YA-5)の路傍で採集しま

した。道路のj去面の緑化につかわれたものに混っていた

のでしょうか。外観はオオアワガエリに似ていますが、

小穏はセトガヤに似ています。

イブキヌカボ

丹沢か箱恨にあるはずだと思っていましたがなかなか

見つかりませんでした。 1984年7月、山北町也附の明神

峠 (YA-4)で採集しました。
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フタヒゲオオガニツリ

帰化植物。オオガニ ツ リの一変種。オオガニツリ は下

方の小花のみに長い笠がありますが、これにはこ小花と

もに長い芝があります。1984年8月、媛山町雨降で採集。

アオパスゲ

1984年5月27日、 YA-2の畦ケ丸~白石併問の種線

で採集。

ミヤマ ジュズ スゲ

果胞の中から枝が伸びて花をつける妙な性質がありま

す。山北町t立附 (YA -4)の明神峠直下のーの沢で採

集。

タニガワスゲ

アゼスゲやヤマアゼスゲに似ていますが、長い地下茎

はなく 叢生 します。 果胞もロ漬か長く、先錫が2裂します。

域山町穴川と箱恨仙石原 (HAK-l)で採集 しました。

ヤマアゼスゲも{山石原の早川に群生していました。

部花雄
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←ー 果胞か ら出て きた小穂、

フタ ヒゲオオガニ ツリの小穆
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タニガワスゲ ヤマアぜスゲ アぜスゲ

の果胞 の果胞 の果胞

ヒメゴゥソ

箱依仙石原 (HAK-!)と芦ノ湯 (HAK-4)で

採集。

コシン ジュガヤ

箱根仙石原湿原 (HAK-!)で採集、個体数は少な

いようです。

ヌマハリイ

1984年6月、 箱根仙石原 (HAKー !)で採集。

イトテンツキ

花序の枝が発達 しないので、外観はハタ ガヤに似てい

ますが、小穂の性質はイトハナビテンツキと同じです。

1983.I手9月、箱根仙石原 (HAK-l)のゴルフI暑で採

集。

ヒメホタノレイ

箱恨の精進池 (HAK-4)とお玉ケ池 (HAKーら〉

で採集。昨年秋には増水して挺水植物の採集は不可能で

したが、今年は好条件でした。

Jレイヨ ウショヴ マ

1984年 9月24日、 YA-lの甲栂国境稜線大槻の頭付

近の樹下で採集。来年は花の時期に行って写真を濠りた

いと恩っています。
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ミヤマジ ュズスゲの小穏の一部

土之之i三二と
YA-!の甲キ自国境複線で採ったヤマトリカブトの中

iこl点浸 っていました。花授に全く毛がないことで区別

します。

立三主主主

1984年7月、山北町世附の日月神峠 CYA -4)で採集。

小さなピンクの花を咲かせていました。枝に細毛がはえ

でいるのでワメモドキです。無毛の変種イヌウメモ ドキ

はHAK-2で記載されています。

アケボノスミレ

1984年5月、箱恨日月神ケ岳 (HAK-6)で採集。

サクラガ ンピ

1983年9月、箱根明神ケ岳 (HAK-6)で採集。

アズマカモメヅノレ

コパノカモメヅルの 白花品。箱恨お玉ケ池 (HAK

5)で採集。

エゾシロネ

1983年 9月、箱根声 ノ湯 (HAK-4)ゼ採集。

ホソ パノヨ ツパムグラ

湿地に生える Gali um属。箱銀仙石原 (HAK-l)、

芦ノ湯 (HAK-4)、お玉ケj也 (HAK-5)で採集。



ヤナギタンポポ

1984年9月23日、 YA-jの高指山の草原で採集。

ヒメ ヒゴタイ

YA-jの高指山、 YA-8の高松山の草原で採集。

す。

合同調査の矢倉岳 (M1 A -1)でも採集されたそうで

仮1午ホソパゴンゲンスゲ

(勝山輝男)

A 丹沢の主綾線にあるイトスゲは葉が品平で幅 1mmあり、

いわゆ るイトスゲの葉が幅0.2""0.4 mmで内債IJに巻いて

いるのと異なります。いろいろと倹討したのですが、う

まく合うものがありませんでしたので、仮称ホソパゴン

ゲンスゲと して仮目録に載せてあります。大きさはイト

スゲとゴンゲンス ゲの中間で、果胞の鳴が長いことや花

梗が伸長せずを葉が長いことなどはオオイトスゲに似て

います。

e 電込

(勝山輝男)
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A:イトスゲ

B:ホソパゴンゲンスゲ

C:ゴンゲンスゲ

D:オオイトスゲ



ハガクレスゲ

丹沢産のハガク レスゲと メアオスゲの区完IJがつかず、

すっきりと しませんでしたが、今夏、富山県や長野県で

得たハガクレスゲと比絞してみました。その結果、丹沢

で採ったどちらと もつかない領本中にハガクレス ゲは 1

点だけでした。果胞にまばらに毛が生えているのでケハ

ガクレスゲです。 ハガクレスゲは本来針葉樹林帯のもの、

丹沢には稀なものと患います。ハガクレスゲでは雌小葱

が恨際だけでなく茎の中部にもつき 、果胞の噴が長〈、

先が鋭い 2歯となり、雌花の鱗片に長1::がな く凸錦に終

わることなどが区百IJ点です。

(勝山輝男)

メアオスゲ

果胞鱗片

ハガクレスゲ

相自j英・)1/崎ブロックの仮目録を見ながら

いま弘の手元lこ、横浜 ・)1/崎ブロ ック 22区採取植物目

録がある。この記録をもとに、いま償浜・ 川崎といった

大都会でどのくらい値物が記厳されているかざっと調べ

てみると、 149科131日程という数字がでた。そのうち採

取された理類の最多の区は多摩区で 84H童、金沢区の 6

93穫がこれに次ぐ。 奇しくもブロックの:!tと南の備であ

る。少ないのは飽見区と神奈川区で、それぞれ 177、 1 

91種である。どの地区も一応全種数の 3分の l、 4日日程

程度が記録してあればまあまあと恩われるが、この水準

に遣しないのが8区あり、 責任者として申し訳ない思い

でいフぱいである。とくに戸塚区あたりに力を注がねば

という気がする。毎年同じいいわけばかりで申し訳ない

か、来年またがんばりますである。

縦軸にカタカナの値物名、相自事由に22の地区名、それに

Kの字が虫食い状にはめこまれた一見無味乾燥な目録だ

が、ページを繰ってしさいに検討すると、ちょっと時刻

表を見ているようで興味が尽きない。もちろんこの目録

作成にあたる関係者のご労苦に対して感謝しながらであ

る。

種の今い科liイネ科が筆頭で 143種、次いでヰク科の

1m重と続 く。それぞれ単子葉、双子葉泡物の進化の頂

点に立つ(?)科である。も うひとつ種類の多いことで

知られるラン科は、 16f重しか記鼓されていない。

目録には、大雑把にみて当ブロ ック全域で吏られる広

汎種と、分布の少ない稀産種、その中閣とあるわけだが

ーー もちろんブロック内に限つての話である一一科によ
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フて多少の特徴があるようだ。たとえばラン科は記厳が

16f童、とこ ろがネジパナだけが広汎種で、他は散発的な

記録しかない。ヤナギ科も同僚で、12ft中イヌコリヤナ

ギを除き、他の記録はばらついている。 シパヤナギなど

もう少し記録があ ってもよさそうに思えるが。

大きな科、イネ科は前述した通り 143f童、このうち広

汎種と恩われるものが約40ftある。これに対し、 〉欠のカ

ヤツリグサ科は89f重のうち 8ftほど しかない。これは荒

地や銘傍などいたるところにはびこっているイネ科泊物

に対し、主要な立地が湿地というカヤ ツリグサ科組物と

の差が数字に表われた、と考えるがどうであろう。そう

いえば当プ口ックの市街地といわず郊外といわず、まず

水田や湿地がつぶされている現状と無関係ではなさそう

である。

では今度は少しキク科iこ当ってみよう。記議されてい

るのは 122種、広汎種と目されるもの約45檀、 そして 1

"'2ケ所しか記厳のない稀産種が約41f重、残り 36f重が中

間型といえよう。そして帰化種と恩われるものが約42f重。

偶然の一致だが、いずれもキク科全種数の約3分の lと

いう数字になっている。

当然あると考えられる情物なのに未記録のI並区があり、

眺めていると気になる。こうした種はこれから重点的に

採取せねばなるまい。有名なブタクサなど、緑区一 2、

戸塚区一 2、西区が空いている。ハノレジ ョオンは戸塚区

一3と南区、ノポロギク lま旭区と戸塚区一l、ハキダメ

ギクは幸区と戸塚区-3がそれぞれ空白である。もっと



もこれらは未整理の標本中にはいっているのかも知れな

b 、。

先日県博で大場先生から各植物別の県下の分布図をコ

ンピュータで片錨から見せられた。これを見るとそれぞ

れの種の県下における分布状態が即座につかめると同時

に、どこの地区が欠けているかも一目瞭然となる。改め

てコンピュータの威力に感嘆したことである。

帰化値物などでも、たとえばホウキギクなどどこにで

もあるが、近縁のオオホワキギク (JII崎区のみ)、ヒロ

ハホウキギク (横浜市内ではE種子区、戸嫁区-3、保土

ヶ谷区のみ)などまだ少ない。センダングサ類も、アメ

リカセンダングサやコセンダングサは広j凡種だが、 コパ

ノセンダ、ングサはE種子区のみ、センダングサは金沢区、

タウコギは今摩区のみ と極備に少ない。 シロパナセ ンタ

ングサは22区中 7区に記裁があるが、もう少し多くの区

に出現しでもよいような気がする。

最近私が少し興昧をもっているブタナやアメリカオニ

アザミなどは 6 地区しか記~がないが、 こ れももう少し

ありそうな気がする。同じ帰化種のヒレアザ ミが旭区、

イガヤグルマギクが金沢区と冬 lケ所しかなかったのも

意外であった。また昭和初期、箱恨で初記自置されたマル

パフジパカマが多摩区と瀬谷区に入っている。生育地を

一度見てみたいものである。子チコグサモドキは全地媛

で見られる帰化品だが、変異が多いようで、帰化値物図

鑑にないウスベニチチコグサを分けて、償浜南部地区を

中心に記裁がある。平嫁市で記鍛されたタチ子チコグサ

も、備浜・川崎市内で見つかるかもしれぬと期待してい

る。

こんな感想めいたものをダラダラと書きならべてもき

りがないので、もうやめることにするが、ありょうは、

当プ.ロ ックの方々に原稿依頼をしておきながら、自身は

何も書かぬというわけにいかぬので、こんな敏文で膏を

ふさぐ次第。少しも勉強していないということをさらけ

出したようで、気がひけるばかりである。

(村上司郎)

保土ケ谷区より

中高年女二人連れで採集を始めてから 5年経ちました。

保土ヶ谷区全t要を織なく歩き尽くす事は出来ませんでし

たが、身近かな所から始めて、入りきちい自然の多く磁っ

ている場所 7、8ケ所に絞り、四主要の変化毎に幾度とな

く足を運び、こ れまでに提出済みの機本は約 720点に遣

しました。

当地区担当の吉Jil7サ子さんは、彼君干の記憶力、確実

且つスピーディな観察力と、するどい動、加えて勉強熱

心と、こ の作業に対する深い情熱の持主で、上記の 720

点も、採集から標本作成まで、すべてを一人で仕上げて

下さいました。一時期彼女の御宅は、増築したての南向

きの部屋を、古新聞の山、 重 し代りの電話帳の山が占領

して、 御家族の忍耐、御協力も大であったと患います。

大場先生、高橋先生に御多忙中御足労願づて、御指導

を仰ぎながら採集したのも貴重な経験でした。家々の閣

の細い遁を通り懐け、割合にすんなりと入れた山 (竹被)

で未採集のコウヤワ ラビ、リョワメ ンシダを、更に保土

ヶ谷区では無理かもと云われていたクジャクシグを見つ

け、それ等を手に意気揚々とついた帰路、山の出口で

「この山に入るべからず」の立干しを見つけ、ギョッとし

て早々に立去りました。足許ばかり鵜の自粛の自でさま

よい、{世家の庭に迷い込んで了い、出るに出られず、家

人に知られぬのをき善いに内から 門を開けて脱出した事、

失敗も数々ありました。
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素人の自 には限りがあり、愈々収穫もなくなったので、

一日をかけての採集行は58年の春以後は一時休業になっ

ており、その代り、 1書物館の補充調査をベテラン諸氏に

混じってただ一人の御原魔虫とは承知しながら、貴重な

座席を占領して、その都度参加しております。

九月 中旬の矢倉岳、頂上間近の日月るい斜面に、美しい

ピンクの花をつけたコガンピの群落を見、その近くに夏

草iこ埋れる様にひっそりと白い花をつけたムラサキを、

大湯先生が見つけられ、古 〈万葉の頃から款に詠まれ今

は少なくなって了ったとの花を、いとお しむ思いで眺め

ましたoitr， ~ 療費;も終 って 間総にな って見守る中、貴

重な標本として丁寧に恨ごと抜き取り、ある人は手帳に、

ある人はハンカチに恨の紫色を記念に染めつけました。

冬枯のこれからは、及ばずながら標本盤理のお手伝い

に摘を出します。

(平松俊子〉

(訂正〉

前号のカントウヨメナとユウガギクの果実の図、左右が

入れ洩っていました。お詫びいたします。右がユヲガギ

ク、左がカントウヨメナです。



戸塚区柏尾川沿い (TO-3)の帰化組物の消長

サクラ~木で知られる柏尾川堤 l立、弘にとって個物調

査のための良きフ ィールドである。

初めて柏尾川のほと りを歩いたのは昭和341手で、この

頃はまだフナの泳ぐ姿が見られ、堤防沿いに歩けばイヌ

ゴマやツ リガネニンジンなどが貝られたが、だんだん姿

を消し、柏尾川もその後は年を追うにつれて汚染の度合

いがひどくなり、ついには悪臭を放つドブ)11となってし

まった。

その後 「柏尾川iこj宵j荒を取り戻す会」の逼動などの努

力があって数年前からヒゴイなどの放流も行なわれ、今

ではヒゴイの泳ぐ)111こまで回復した。

神奈川県値物誌のための目的を待って、柏尾川堤を初

めて歩いたのは昭和54年4月であった。この年の記録を

見ると、セイパンモロコシをはじめ、ワノレナスビ、ビロー

ドモウズイカ、アレチウリ、カキネガラ シ、ツルドクダ

ミ、プタクサ、オオブタク サ、キク イモなど、私にと っ

ては初めて見る帰化値物もあって、興味も加わ り、この

地土曜を歩くのが大きな楽しみであった。

台風の来るたびに柏尾川は氾濫し、そのためかなり大

規模な護岸の改修工車が進み、それに伴い堤防沿いの遣

も近年は急速に君主備され、 ここで見られた値生もま た大

きく変わった。あれほど繁殖力を誇ったアレチウ リが傍

力範囲を縮小し、ワルナスビやビロードモウズイカ、 ツ

ルドクダ ミなどはすっかり姿を消して しまったようだ。

今でも旺盛な生育を見せているのは、キクイモやセイ

パンモ ロコ シ、アレチマツヨイグサ、セイタカアワダチ

ソワなどで、これからはこれらの帰化値物がどのような

消長を見せるか、楽しみである。

以前に比べきれいになった柏尾川には、ヒゴイやフナ

の泳マ姿が見られ、水質の変化によって今まで見られな

かった水草も、二種類以上の繁殖が認められた。こんど

は長い竿を持って行き採集して来なくては、と思ってい

る。

(林 辰雄〉

値物f栗本の整理

私達(平松、内藤、 吉)11)は、毎週木曜日の午前10時

頃より牛後4時、と きには 5時頃迄かかり、県立博物館

地下作業室に於て、各地より集められてきた値物療本の

整理作業をお手伝いしております。また、海老名の方途

も時々 2、3名手伝っていただき、作業も順調に進めら

れております。

作業の内容は、同定及びチェ ック済みの標本の中に入

れである神奈川県徳物誌標本のカ ードを見ながら、新聞

紙表面に、左下より採集地コー ド・値物名・フロラ番号

の順に書込みを入れることから始めます。簡単なようで

これがなかなか手閉がかかり、アオカモ ジグサがイネ科、

アオスゲがカヤツリグサ科、はともかくとして、ヤ シャ

プシがカパノキ科、クリがプナ科等、なかなかおぼえら

れず、そのうえ、カパノキ科は 306、ブナ科は 307とす

ぐには科目番号が出てきません。そ こでアオイ科 374、

アオギリ科 375、アカザ科 32目、と一目でわかるように

科目番号早見表を作り、それを見ながら作業を進めてい

ます。

科目jllJ番号の暗記は、親番号の科番号と、それに臆す

る子番号になるとまった くのお手上げで、余りにも数が

多すぎるからです。

番号付けのあとは、シダ植物・?皇子補物・単子葉・艇
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弁花・合弁花と、大きく仕分けします。 シダ植物、被子

活物は比般的数が少なくて差込みも楽ですが、自在弁花は、

300番のドクダミ科から始まって、 396のミズキ科まで、

タデ、キンポワゲ、アフラナ、ユキノシ夕、パラ、マメ、

セリ科等、大所帯を張る程の科目が多 く、 一番手間がか

かります。そこで、間違わずに納めるには 10番台ごとに

分け、更に科目別に分けた上で、それぞれに付けられた

番号の販に笠理繍の中に差込んでいきます。

仕分け作業をして時々気のつくことに、変色した古新

聞に切り抜き穴のあるものや、やたらと物書きを裏表iこ

したものを標本の差込みに使ってくる人もあ り、それを

その都度別の新聞紙と取り替えたりして、手間のかかる

作業を しており ます。お陰で、作業効率は低下するし、

新樹紙等の余裕もない時には作業が遅れるばかりで、や

むを得ない場合はそのままにして処理しております。

少しも減らない徳本の山を前にして、ため息も出ます。

そこで、少しでも早く 整理作業を進めていく上で、棟本

提出をされる皆様方にお願いすることは、大切な標本で

もあり、永久に保存する貴重な僚本となるものですから、

新聞紙はできる限りきれいなものを使用して下されば、

本当に有縫いと思います。尚、探築地コード ・植物名・

フロラ番号等は明確に記入して下さるよう、仕分け作業



をする私達一同より、 Jじからのお願いです。 た森先生と勝山先生の御苦労がわかり、改めて頭のさが

横浜・川崎地区の標本整理を一手に引き受けてこられ る思いであります。

(吉川アサ子)

金沢区調査報告

金沢区から初めての報告を致します。 5年前に調査会

が発足した時、 2年聞を目標に採集するという事でした

ので、山田文雄氏と私はお互いに電話で連絡を取りなが

ら採集し、 2年目位に 2人の標本を突き合わせて良い方

を残しました。この頃から横浜北部の菌見高校の森先生、

競山先生の御指導を仰ぎ、同定及び標本の保管もしてlii:

きました。 1981年3月発行の備浜北部、金沢区、川崎市

の仮目録に 580点、鼓せることができました。大半は山田

氏の採集したものです。 1982年3月には 620点になりま

したが、その後はなかなかはかどりません。

金沢区の位置は、償浜市の西南の端にあり、磯子区、

戸塚区、鎌倉市、逗子市、横須賀市に隣慢し、東京湾lこ

も面し三浦半島の付け銀に当る所です。従って海岸性植

物や内陸性照葉樹林も交るという特徴もあって糧類も豊

富な筈ですが、現在やっと 700点位になった所です。

これ1までに採集できたものの中から珍しい値物を少し

紹介致します。

1 シラン

村上先生から、野島にシランの群落があるという話で

調査を依頼されて、昨年花時に行ってみま したら、 M，の

東部の研修所のはずれの度上に紫色の花をつけた シラン

が群れていました。崖上には展望台があると恩いますが、

誰も行かれない所だから今も尚健在なのでしょう。 その

前に大道中学の南側|の斜面でもかなり沢山の自生を貝て

いますし、白山道のトンネル付近の住宅地の崖でも見て

採集しました。ここの株数は僅かでしたし、人目に触れ

る所なので、今はもうありません。

2 珍しい帰化植物・ハナヌカススキ、シャグマハギ

2種とも森先生から珍しいと云われてびっくりしまし

たが、その後生えていたあたりを探してみても見っかり

ません。

3.在来の情物で珍しいものの危機

コクラン、ミヤマウズラ、オオパノトンポソウ、ハン

ゲショウ、ヒメガマ、サイハイラン、クマガイソウ等々

が、宅地開発の為に森林が伐り取られ、埋められてしま

ったと恩われます。

4 シグ植物

オリヅルシダ、ジュウモンジシダ、ツルデンダ、ヒロ

ハハナヤスリ、ヒカゲノカズラ等は熊野神社付近で見つ

けました。ハイホラゴケは始め逗子高校奥の谷間で見つ

けましたが、地域が遣って残念に恩フていました所、熊

野神社近くにもあり、その後、朝比奈切通し、鎌倉の光

員Ij寺裏山、乗車草寺墓地等で見ることができました。

5 海岸性の植物

フウトウカズラ、イタビカズラ、ヒメイタピ、ラセイ

タゾウ、ホコガタアカザ、ツルナ、タイトゴメ、 トベラ、

ガクア ジサイ、シャリンパイ、ハチジョウキブシ(エノ

シマキフ シ〉、オオパグ ミ、ハマボッス、ネナ シカズラ、

ハマ ヒルガオ、オオムラサキ シキブ、イソギク、ツワブ

牛等がありました。

以上、調査に参加して感じましたことを一寸書きまし

た。

(内藤美智子)

大和市の植物概況

昨年4月から大和市の植物調査を担当 したので、大和

市の状況について簡単に述べる。

大和市は相撲野台地上にあり、標高は90m""30m、北

から南にむかつて低くなる。その東境沿いを境川|、西由11

iこ市内に水源を持つヨ11色川がそれぞれ南j荒して台地を主11

み、狭い氾濫平地を作る。 )12濫平地には水田がある。台

地上は、昭和30年代から工場誘致が進められているので、

工場の建設と住宅の建設により自然環境の変化が著しい。
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大和市で相撲野の面膨の残っている地域を北の方から

あげると(図参照) 1旧境川がある下鶴間町公所、 2相

模原市に接する下箇悶町内山新開・中央林間、 3下鶴間

町山谷、 4相撲ゴルフ場につながる下鶴閉町緑野、 5深

見城 がある深見町坂ケ岡付近、 6座閉市に接する南林

間町から西鶴閉宙Iにかけて、 7~名高速道路をはさんだ

深見町沖野付近、 8引地川の水源地になっている上草柳

町和泉の森・爾野、 9上和田町上ノ原から三貫目、 1日上



和田町宮久保から谷戸付近、 11上和田町中ノ原・下ノ原、

12福田町若宮八幡宮境内などであり、なお、境川、 51t佐

川の段丘の斜面にも大部弱っている (多く 墓地がある)。

また、太和市には、太和市長が指定者になる保存樹林の

制度があって、期間を限ってではあるが自然をできるだ

け磁す努力をしている。現在保存樹林として指定を受け

た場所が約 4日日箇所あり、市内の各地に散らばっている。

私が去年 1年間で採集した値物は約 65日種類あるが、

今後の調査によってiま 700種類を越すものと恩われる。

なかなか珍しいものがあり、次に 2. 3の植物について

簡単に記してみたい。

1.カラハナソウ(クワ科)

9月23日下鶴間町公所の境川の土手を歩いていると

前方にある木に白いものが点々と見え る。何かと思っ

て近寄って見たらカラハナソワの花であった。あたり

一面につるが伸びており、よく適応しているようであ

る。県内では他に開成町にあるだけである。

2. ヤナギイノコヅチ (ヒユ科)

イノコヅチに似ているが葉は細長くて表面に光沢が

ある。林中に生え、若いうちは葉が赤紫色に色づいて

いるものが多い。大和市内では内山新開、中央林間、

上草柳の 3箇所でみつかってい る。現在のところ県内

では大和市だけに産する。

3 フタパアオイ(ワマノスズクサ科)

下和田町の農家の漢の崖っぷちに群落をつくって生

えている。家の人は普から生えていたと言う。市内で

はここだけで、自生品か償えたものか不明であ る。

4.コゴメパオ トギ リ〈オトギリ ソウ科〉

黄色い花は割合大き く径2cmばかり、 一見してオト

ギリ ソワ と遣う点は、葉が小さ く(長さ1.2 "-'1. 4cm 

、幅 2.5"-'4mm)節ごとに短い枝を普通は 2本出して

いるので、茎が込みあった感じを受ける。下鶴間町太

和原のススキの原っぱの真中に群落をつくって生えて

いる。欧州原産とのことであるが、どうしてここに生

えているのか。 恐ら く工場の積み荷の中に紛れこんで

来たのではないかと思う。県内では特産浜市緑区lこ産す

る。

5 イスノキ(マンサク 科)

福田町蓮慶寺下の関水氏宅の裏にイスノ キがあると

いう話を穴場先生から開き 行ってみた。同家は長屋門

がある古い家柄で、イスノキの近くには推定樹齢 500

年(目通り 3.7m大和市指定天然記念物)のケヤキが生

えている。あまり太くはないが、 替からあったという

話である。なお、ハぜノキもあったが、これはろうを

取るために筒えたものら しい。県内では績浜市金沢区

に産する。

6. アキ グミ (グミ平洋)

下和田町の大釜家の庭先に 1本大きな木がある。音

はこの辺の野外lこ生えていて、子供の頃よ く取って食

べたと いう話なので一応仮目録に加えておいた。

7 ノグトラノ オ 〈サクラソワ科}

大手口市lこオカ トラ ノオがないかと探したらオカ トラ

ノオは見つからず、ノジトラノオの群落がつきみ野町

の造成ttの隅でみつかった。オカト ラノ オよ りは棄が

小さく毛が多いせいか全体がく すんだ感じを受ける。

県内では湯河原町、相模原市、 i草木市に産する。

8.ハクワン ボク(エ ゴノ キ科)

上和田町三貫自の林中で見つけた。一応仮目録には

加えておいたが、 自生品かどうかは疑わしい。市内に
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は庭木用iこ主主惜 している所もあ り、逸出 したものであ
喝 、
うつ。

9 ホシアサガオ(ヒルガオ科)

南米!烹産と言われるが上和田町に 1株生えていた。

花の形はマノレパルコワ に似て淡紅色のロート形、葉身

lま卵円形のものが多いようだが大和市のものは 3裂し

ている。大手口市にはマメアサガオもあるが、両者の区

百IJ点、は花柄のイボ状突起の多少によるのが最も確実の

ようである。ホ シアサガオはほとんどないが、マメア

サガオは密生している。県内では秦野市、平I喜市、 横

浜市金沢区に産する。

10 ンモパシラ(シ ソ科〉

下i~閉町内山新開の林中に名前のわか ら ない シ ソ科

俗物の一群が生えていた。花が欲しいと思い 7月に行

ってみたがだめで、 10月の末に行ってやっと花が咲い

てい るのを見た。県北には多いよ うだがその他の地域

では愛川町に産する。

11. キリ 〔ゴマ ノハグサ科)・

深見町一ノ 関の畑地の道路わき に目通り 180cmの大

木が一本ある。 恐らく 植えたものと恩われるが一応仮

目録には加えておいた。

12. ゴマノハグサ (ゴマ ノハグサ科)

下i~閉町内山新開のス ス キ原の中に 2 :t量生えてい た。

あまり見られない櫨物で、県内では相模原市lζ産する。

13. ハグ ロソウ(キ ツネノマゴ科)

タト形はキ ツネノマ ゴに似ているが丈が高 くなり葉も

大きい。をが目だって大き く、深見町城ケ悶のやや湿

った林中に生えている。県内では津久井町と奏野市iこ

産する。

14 ニシヰウツ ギ(スイカ ズラ科)

下和田町の農家の裏庭lこ2本あまり大きな木ではな

いがある。音は野外に生えていたとのこ とであるが、

今ほ見当たらない。 応仮目録には加えておいたが。

15 アキノハハ コグサ (キク科〉

今ではあまり見かけないアキ ノハハ コグサがつきみ

野町の造成地lこ3株あった。ハハコグサは春から秋に

かけて花が咲いているが、 7キノハハ コグサは茎の上

部で分校し、 t徽房状lこ多くの花をつけるので区別でき

る。県内では真箆町に産するメモだけのようだが、も

っと他地媛にもあると恩う。

16. ナギイカダ (ユリ科)

j実見町 ノ関の畑地の土手に生えている。近 くには

これの生垣があるので、湛えたものか逸出したものか

不明であるが、野外に生えているということで仮目録

に加えたほうが良いかどうか。

17. フサガヤ ツリ (カヤツリグサ科〉
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一見するとテャガヤツリのように見えるが、よく見

ると1聖子のつき方がコゴメガヤツリのように複生して

いる。コゴメガヤツリと子ャガヤツリの雑種のようで

ある。県内では初記録になると恩う が、{世の地域にも

あるのではないか。(私も初めて見たものであるから

同定の閉遣いがないかどうか。〉

18. その他

まだあるが最後に、上草傾1調整池の近 くに神奈川県

指定天然記念物としてシラカシ林がある。調整i也に面

した低い斜面に帯状に延びており、着の相模原台地の

自然の函影を残している。また市内には、大和市指定

天然記念物として、 福田町にタ ブノ キ、深見町にハル

ニレ、下和田町と沼田町にケヤキがあ る。なお市で保

存指定の生垣な ども冬地にある。大和市には、かつて

はハナヤス リ、ワダソウ、ヤマト リカ ブ ト、マキエハ

ギ、ホ タルカズラ、オミナエシ、キキョウ、アマ ナ、

オオパノトンボソウ、オニノヤガラなどがあったとい

うが今は見当たらない。また、リンドウ、ヤマユリ、

オオ パギボヴシ、エビネ、ギンラン、牛ンラン、シュ

ンラン、クマガイソ ウなどはほとんど見られな くなっ

た。現在冬地に見 られるワパユリ、ヤプラン、キ ツネ

ノカ ミソ リ、ヤブ ミョウガなども同じ逼命をたどるの

であろうか。

大和市の憧物については、大手口市教育研究所が中心に

なり、昭和42・43年と昭和54・55年の 2回調査が行われ、

昭和56年3月に自然学習基礎資料(大和の値物〉が出版

されたが残念なことにf栗本がない。昨年 1年間で、この

植物目録に記載されていないものが 170種類ばかり見つ

かったが、一方では目録には載っているが未採集のもの

が 190種類ばかりある。この中には同定上見方が遣い重

複するものもあると恩うが徳本がないので確認できない。

現在大手口市は工場用地又は住宅地として開発途上にあ

り、貴重な自然が失われつつあるのは磁念なことである。

特に、つきみ野の造成地のカナピキソワ、ニガイチゴ、

ワレモコウ、イヌハギ、ヒ メハギ、アリノトウグサ、.ノ

ジトラノ オ、オオフタパムグラ、カワラハハコ、アキノ

ハハコグサなどは今までの調査ではここだけにしかない

ものであるが、これらの個物が近い樗来なくなってしま

うことが考えられる。 また、道路工事などによって湿地

が干上がり去年はあ ったが今年は貝られないとい うもの

もある。ハンゲショウ 、タコ ノアシ、コケオトギ リ、ッ

リフネソウ、タウコギ、キ ショウブなどがその例である。

大和市では保存樹林の制度があ り、市としても 自然保護

には力を入れているようだが、これとても私有地が多く、

林中には工場や家庭の廃棄物が散乱しており、自国h重量



tーになったりして、異臭を放っている所もある。

一度失われた自然は取り返すことはできない。自然は

現在の殺々が子孫に残すことができる大草な遺産である。

市内には有識者もおられるわけであるから、行政側で

自然に手を加える際にはそれらの人の意見を聞 くという

きめこま かな配慮がほ しい。また、行政仮11の遁切な指導

とあいまって、自然を守り絡すのは我々の努めであると

いう強い自覚を市民が持つようにしていかないといけな

いと恩う。

(附)本年度厚木市で採集したヒメイヌガラシは県内初

記録になると思う。イヌガラシとス カシタ ゴボウとの雑

種で、果実は小さく不稔。

(武井尚)

1984年植物誌調査会合同調査速報

*植物名lま順不同です。

1. 4月6日

別所温泉.ラ ンヨウアオイ、ヤ マトアオグモ、アサダ。

桃の木沢林道右手入 .コハワチワカエデ、メ ツクパネウ

ツギ、マメグミ、コカンスゲ、ア ワブキ、ミヤマハハソ、

イヌザクラ、 ハルユキノ シタ。

2. 5月20日

開成町:ハタザオ、ホザキノフ サモ、ヤナギモ、 ミズタ

カモ ジ、セ トガヤ、タ チヤナギ。

小田原2、4 (府川 a 和留沢) ・カゴノキ、オオ カナダ

モ、 コノぜノノ、ナイカタ¥ コノぜノ コアカ ソ。

3. 6月9日

箱恨乙女峠~金時山:シラヒゲソ ウ、 イワキ ンパイ、ナ

ガミノ ショ ウジョウスゲ、サンシ ョウ パラ、フジイパラ、

キヌ ゲシパヤナギ、 ハコネ ガマズミ。

4. 6月17日

中;i川 .ベニシ ュスラン、ウチワダイモン ジソウ、ハル

ユキ ノシ夕、 サツキ、サガ ミニガナ。

津久井郡相模湖町新戸 .コゴメヤナギ、 ドクヲツギ、ノ

アズキ、サクライカグ‘マ。

津久井郡藤野町夜j東 .キパナアキギリ、タチドコロ。

5. 6月24日

足柄峠.イワウメヅノレ、ゴンゲンスゲ。

南足柄、日月星林道 :サクライカグマ、イワヘゴ。

6. 6月30日

谷太郎林道~不動尻~大山狐出尾根 :キヨスミワツポ、

シロヤ シオ、ノてイカツツジ、ウラジロノキ、クモキリソ

ウ、 ミヤマザクラ、ナンキ ンナナ カマド、 シロパナ ショ

ウグョウ パカマ、 トウゴクサパノオ。

7. 9月15日

足柄峠~矢倉岳~酒水のj竜:ワスパヤブマメ、ヒ メキン

ミズヒキ、 トゲキクアザミ、ヒメヒゴタイ、キントキヒ

ゴタイ、マ ツムシソ ウ、オ ミナエ シ、 ミシマサイコ、 イ

ヌガ ンピ、ヤマアワ、ムラサキ、 コオニユリ、ハンゴン

ソワ、マキエハギ。
一129-

8. 9月22日

和田峠~陣馬山 .ヒ キオコ シ、メタ カラコウ、マノレパグ

ケプキ、 ヤエガワカンパ、シラカンパ、ノハラアザ ミ、

キキ ョウ、ウスパヤブマメ、ツクシハギ、ウラ フロノキ、

ハク ウンボ夕、セキヤノア キ子ョウ ジ。

9. 9月30日

長者舎~犬越路 :ハンカイ シオガマ、 ミヤマガンクピソ

ワ、 ミツ モ トソウ、サガミギク、ピラン ジ、サワグノレミ 、

カツラ、アサダ、 ハルニ レ、ツガ、ホソエカエデ、オオ

モ ミジ、コハウチワ カエデ、オオ パアサガラ、 ミヤマ ハ

ハソ、アズマヤマアザミ 、コカ ンスゲ、セキヤ ノアキチ

ョウ ジ、イヌヤマ ハッカ 、ワ ラハグサ、イワ ニンジン、

ダイモン ジソウ、キグチネズミガヤ、サワダツ、オオ パ

ノキハダ、クサア ジサイ、 キンパイソワ、ホッス ガヤ。

10. 10月10日

半原峠~経ケ吾 :ク ロウ メモドキ、 フイリヒナスミレ、

ナガパノス ミレサイシン、カ シワパハグマ、シロパナハ

ンシ ョウ、'1)レ、シモパシラ、 キクアザ ミ、セ ンフ"1)、ア

ズマヤマアザミ、 タイ アザミ、ホソエノアザ、 ミ、ノハ ラ

アザ ミ、ヒキオコシ、シパヤナギ、 シラ 牛、 クマノミズ

キ、オオモ ミジ、イワニ ンジン、シラネ センキュワ (カ

シ類少な し)。

半原峠'V~某ケ谷 田 シナノガキ、 セキヤノアキチョウ ジ 、

キパナ アキギリ、 ミヤマハハソ。

宮ケ潟、立岩:ホ ソパ コンギク、ヤマ ミゾソパ、オオ ミ

ソソパ、 ミゾソパ、アカ シテ¥ヤナギタテ¥ ヒメ ミカン

ソウ、ヤワラ シダ、アイアスカイノ デ¥オオコア カソ、

ワリカエデ¥ イワニンジン。

11. 10月13日

城山町、中平 シロハナサクラタデ、 ミゾハ コベ、アブ

ノメ 、カ ワラス ガナ、タカ アザ ミ、イ ヌコリヤナギ、オ

ノエヤナギ。

中平、東林寺 カゴノキ(太樹)。

媛山町、 小倉山.エド ヒガン(栽〉、イヌザクラ(多〉、

ウワ ミズザクラ、ホソ エノアザ ミ?、オオ パチドメ 、キ



:;ョ ラン、オニカナワラビ、リョウメン シタ¥クマワラ

ビ、ヒ メワラビ、ガクウ Yギ、モミ、 シュワブンソウ 、

イイギリ(今)、シナノガキ、クチヤナギ、シパヤナギ、

イヌザンショウ、カ ラスザ、ンシ ョウ、フユザン ショワ、

キハギ、 マノレパハ ギ、アキ ノハハ コグサ、クララ、セン

ダン(栽→逸出)、;Jiント クタデ、 ミヤマフ ユイチゴ、

クモノスシグ)

山頂付近 ゴンズイ、コ パノ ガマズ ミ、?ルパ

アオ グモ、 ツク パネウツギ、ネ ジキ、チ ゴ、ユリ、 シタ キ

ツルヴメ モ ドキ (オオ )、フジ牛 、イヌエンジ ュ。

(カエデ類認めず)

12. 10月28日

西丹沢、中川|川西沢:ヤシャイノデ、オニイノデ、エピ

ラシグ、カラ クサイヌワラビ、ミヤマシケ シダ、へピノ

ヰゴザ、キヨタキ ンダ、イヌコリヤナギ、パッコヤナギ、

オノエヤナギ、 シパヤナギ、ガクウツギ、スノヰ、オオ

ツノレウメモドヰ、イロハカエデ、オオモ ミジ、メグスリ

ノキ、キ ハギ、イタヤカエテ¥ オニイタヤ、ウラゲエン

コワカエデ¥ホソ エカエデ¥チドリノキ、 シラ キ、 ツリ

パナ、 サワグツ、タニゾパ、 ミヤマタニソパ、ヤマ ミゾ

ソハ、イヌ シデ¥アカ シテ¥クマシテ¥サワ シパ、ワラ

ジロガ シ、 アカガ シ、ツクパネ ガシ、エゾエノキ、オオ

パア サガ ラ、サ ンシキウ ツギ、イワ シャジン(多〉 、ダ

イモン ジソウ、カナウツギ、フジセンニンソウ。

世附、浅瀬、大又沢 :コ パノヒノキシグ、イロ ハカエデ、

オオモ ミジ、オニイ タヤ、シパヤナギ(ホソ パシパヤ ナ

ギ?シラ イヤナギ?的なものを含む)。

13. 11月11日

小田原市 銀府)11付近・ ハマ ヤブマオ、 ハコネ ウツギ、

オオマツヨイグサなど、ありふれたものばかり。 ミカン

園は毎度iこフロラの貧困fヒをまねくものと見られる。

白銀林道付近・アズ‘マヤマアザ ミ、オトメア

オイ、クサア ジサイ (こ れについては別に報告します)、

ナガパヤブマオ、スパシリトリカブト、ナガパノスミレ

サイシン、セキヤノアキ子ョワジ、それにイズカニコウ

モリ!. (長谷川義人)

かながわの稀産・貴重植物 (3) 

ヤナギイノコズチ

Achyranthes I ong i fo I i a門akino

ヒカゲイノコ ズ、子lこ似て3震が細長 く、表面に光沢があ

る。関東以南に分布し、茨媛県あたりまで報告がある。

静岡県、 千葉県、東京都にはかなり おおくの産地が知 ら

れてい るが、とうしたものか神奈川県からはほとんど報

告がなかった。今年高橋秀男氏とともに厚木市の調査中
-130-

1童が~の ßI丘ff.で貝つけた。そこはケヤキのまじったス

ギの値林で、ヒカゲイノコズチもみられるが、ヤナギイ

ノコズチはそれよりも、もっと日蔭の場所に生えていた。

〈穴場達之〉

本号の編集は横浜・ )1¥崎フロ ック


